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概要 
近年，応援に関連する言葉として「推し」という概

念が一般的に受け入れられるようになってきた．両者
はどちらもプロジェクションのプロセスを含むが，そ
の関連については検討の余地がある．本研究では，個
人の応援傾向による分類を元に，「推し」の有無と応援
行動の調査を行った．その結果，個人の応援傾向によ
って「推し」の有無および応援行動の特徴が異なり，
応援傾向の高さと「推し」が必ずしも同一のものでは
ない可能性が示された． 
 
キーワード：応援  (cheering), 推し  (fave), 投射 
(projection), 逆投射 (back-projection) 

1. はじめに 

私たちはスポーツや芸能の場においてはもちろん，

家族や友人，ときには見知らぬ人に対しても応援を行

う．応援はコミュニケーションないし，自己と他者と

の関係のひとつの形態であり，私たちの生活にとって

重要な役割を担っていると言える． 

応援については，様々な人を積極的に応援する人も

いれば，応援することに関心を持たない人もいるとい

ったように，個人によって傾向が異なると考えられる．

このような個人が他者を応援する傾向については，応

援傾向尺度の下位尺度得点によって，1) 様々な対象に

対して応援する傾向の高い「積極的応援群」，2) 周囲

の影響をあまり受けずに自身が関心を持つ対象を応援

する傾向を持つ「自己充足的応援群」，3) 全体的に強

い応援傾向はないが，周囲での話題性による影響を受

ける傾向のある「受動的応援群」，4) 他者に対する応

援が全体的に少ない傾向にある「消極的応援群」の 4

群に分かれることが示されている [1]． 

応援を取り巻く環境は変化しつつあるが，近年は「推

し」という概念が一般的に受け入れられるようになり，

研究対象としても取り上げられるようになってきてい

る．例えば，久保（川合） (2022) は，プロジェクシ

ョン（投射）の観点から「推し」についての解釈を行

っている [2]．プロジェクションとは，人が内部に持つ

予測モデルを世界に対して適用しながら世界を意味づ

ける心の働きのことである [3]．このプロジェクション

によって，自己が他者に投射されることもあり，投射

した他者に加えられた操作が自らの経験として逆に伝

搬してくる現象もある．この現象はバックプロジェク

ション（逆投射）と呼ばれている [4]．「推し活」（「推

し」に関する活動）としてよく行われる「推し」の外

見を象ったグッズを持つことや，「推し」を模した装い

をすることなどの行動もこれらのプロセスの観点から

説明されている [2]．また，バックプロジェクションは，

それが起こった者の意識や行動に影響を及ぼすことも

示されており [5]，嶋田 (2022) は，他者に対するプロ

ジェクションとバックプロジェクションを通して，自

己に変容が生じる可能性について言及している [6]． 

一方，応援するという行動も，一体感 [7] や代理経

験 [8]，また，自分が応援しているつもりが，逆に応援

している他者によって自身が励まされる [9] といった

ように，応援対象と自己の間でのプロジェクションと

バックプロジェクションのプロセスを含む．このため，

応援と「推す」ことの間には多くの共通点を持ちつつ

も、微妙な力点の違いがあることが予想される． 

本研究では，島田他 (2022) [1] によって示された 4

つの応援群の「推し」の有無，各応援群の性格特性の

特徴，および「推し」に対する応援行動の調査を通し

て，応援と「推し」の関連について検討を行う． 

2. 調査手続き 

本調査は，2021 年 12 月 28 日から 2022 年 1 月 8

日までを実施期間とし，データの収集はインターネッ

ト上で行った．分析対象は，大学生および大学院生 464 

名（男性 195 名，女性 269 名，平均年齢 21.5±1.90 歳）

であった．調査には，個人の応援傾向を測定する応援
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傾向尺度 (島田, 2022) [1]，性格特性の質問紙として

TIPI-J (小塩, 2012) [10]，「推し」の有無と応援行動に関

するアンケートを用いた． 

「推し」という用語については「人にすすめたいほ

ど気に入っている人や物」と説明を行ったうえで，「推

し」の有無について「いる・いない」の 2 択で回答を

求めた．そして「いる」と答えた人には「推し」に対

する応援行動についての評定を 7 段階で求めた．なお，

応援行動については実験者が項目の選定を行うことに

より，従来応援行動とされてきた声援などの形式だけ

でなく，コンテンツの閲覧や消費行動といった近年応

援とされるようになった形式も対象に含めた．そのた

め，今回は次の 12 項目を設定した．なお，各項目の後

ろに項目の省略名をカギ括弧で示した． 

1) 現地（その人が出ているイベントなど）で，声援・

拍手をおくる．「現地での声援・拍手」 

2) 応援対象についてネットを通して他の人に魅力を

伝える．「ネットで魅力を伝える」 

3) 応援対象について会話を通して他の人に魅力を伝

える，「会話で魅力を伝える」 

4) 応援対象の出場するイベントなどに，まだその対象

を応援していない人を，誘う（実際のイベントの参

観・動画の視聴などを含む）．「応援していない人を

誘う」 

5) 応援するためのグッズを購入，あるいは作成する．

「グッズ購入・作成」 

6) 応援している対象に関するコンテンツ（SNS・ブロ

グなど）をチェックする．「コンテンツのチェック」 

7) 応援している対象に関するコンテンツに高評価を

付ける．「コンテンツの評価」 

8) その人が出ているイベントなどを見ながら（現地も

しくは動画など），心の中で応援する．「心の中での

応援」 

9) 同じ対象を応援している人と，その対象について話

す．「応援者同士で話す」 

10) 同じ対象を応援している人と一緒になって，イベ

ントなどを見る（現地もしくは動画など）．「応援者

同士でイベント参加」 

11) 応援の言葉を直接かけるもしくは，SNS などで送

る．「応援の言葉を送る」 

12) 手紙やプレゼントを送る．「手紙やプレゼントを送

る」 

3. 結果 

4 つの応援群（積極的応援群・自己充足的応援群・

受動的応援群・消極的応援群）の性格特性の 5 因子に

ついて，クラスカル・ウォリスの H 検定を行った．そ

の結果，神経症傾向以外の 4 つの性格特性について有

意差が認められた (ps < .05)．多重比較の結果，外向性

は積極的応援群が消極的応援群と自己充足的応援群よ

りも有意に高い得点を示した．協調性については，積

極的応援群と自己充足的応援群が受動的応援群よりも

有意に高く，消極的応援群が他の 3 群よりも有意に低

い得点であることが示された．勤勉性については，積

極的応援群が自己充足的応援群よりも有意に高い得点

を示した．開放性については，積極的応援群が消極的

応援群よりも有意に高い得点であった． 

4 つの応援群それぞれの「推し」の有無を図 1 に示

す．応援群によって「推し」がいる人といない人に偏

りがあるかを調べるため，χ2 検定を行ったところ，

有意となった（χ2 (3) = 16.98, p < .001, V = .19）．残差分

析の結果，自己充足的応援群において他の応援群より

「推し」がいる人が有意に多く，消極的応援群におい

て他の応援群より「推し」がいる人が有意に少ないこ

とが示された（ps < .05）． 

「推し」に対する応援行動の評価について，全体の

評価が高い順に並べた各応援群の結果を表 1 に示す．

応援行動ごとにクラスカル・ウォリスの H 検定を用い

て応援群の比較を行った結果，「手紙やプレゼントを送

る」以外のすべての行動について応援群の有意差が認

められた．多重比較を実施したところ，主要な結果は

次の通りであった．「コンテンツのチェック」，「コンテ

ンツの評価」，「心の中で応援」については，積極的応

援群と自己充足的応援群が他の 2 つの群よりも有意に

高い値を示し，受動的応援群が消極的応援群よりも有

意に高い値を示した．「応援者同士で話す」，「会話で魅 

図 1. 応援群ごとの「推し」の有無の割合 
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表1. 応援群ごとの「推し」に対する応援行動 

応援行動 

クラスタ群 

χ2 p 
積極的応援群 自己充足的応援群 受動的応援群 消極的応援群 

n = 64 n = 90 n = 160 n = 31 

平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 平均 (SD) 

コンテンツのチェック 6.44 (0.09) 6.38 (0.13) 5.86 (0.10) 4.97 (0.31) 36.27 < .001 

心の中での応援 6.53 (0.09) 6.43 (0.12) 5.78 (0.11) 4.65 (0.26) 60.16 < .001 

コンテンツの評価 6.09 (0.18) 5.83 (0.19) 5.39 (0.14) 4.29 (0.34) 31.33 < .001 

応援者同士で話す 6.11 (0.18) 5.53 (0.19) 5.26 (0.13) 3.58 (0.33) 47.16 < .001 

会話で魅力を伝える 6.00 (0.17) 5.37 (0.20) 5.26 (0.13) 4.10 (0.32) 31.42 < .001 

現地での声援・拍手 6.19 (0.16) 5.27 (0.23) 5.09 (0.16) 3.74 (0.42) 30.45 < .001 

グッズ購入・作成 5.77 (0.20) 5.18 (0.24) 4.85 (0.16) 4.32 (0.36) 17.37 < .001 

応援者同士でイベント参加 6.03 (0.18) 5.16 (0.21) 4.86 (0.16) 3.48 (0.35) 40.89 < .001 

ネットで魅力を伝える 5.53 (0.22) 4.62 (0.24) 4.55 (0.16) 4.06 (0.32) 17.86 < .001 

応援の言葉を送る 5.02 (0.27) 4.06 (0.25) 4.14 (0.17) 3.77 (0.35) 11.59 .009 

応援していない人を誘う 5.31 (0.24) 3.88 (0.24) 4.16 (0.16) 3.06 (0.33) 32.20 < .001 

手紙やプレゼントを送る 3.81 (0.29) 3.10 (0.23) 3.01 (0.15) 2.90 (0.33) 6.04 .109 

力を伝える」，「現地での声援・拍手」は，積極的応援

群が受動的応援群，消極的応援群よりも有意に高い値

を示し，受動的応援群と自己充足的応援群は消極的応

援群よりも有意に高い値を示した．「グッズ購入・作成」，

「ネットで魅力を伝える」，「応援の言葉を送る」につ

いては，積極的応援群が受動的応援群と消極的応援群

よりも有意に高い値を示した．「応援者同士でイベント

参加」については，積極的応援群が他の 3 群よりも有

意に高い値を示し，自己充足的応援群と受動的応援群

が消極的応援群よりも有意に高い値を示した．「応援し

ていない人を誘う」については，積極的応援群が他の

3 群よりも有意に高い値を示し，受動的応援群が消極

的応援群よりも有意に高い値を示した． 

4. 考察 

応援群と「推し」の有無について，応援傾向尺度の

得点がどの下位尺度でも高い値を示す積極的応援群で

はなく，自己充足的応援群に「推し」がいる人が多い

という結果となった．このため，応援傾向が高いこと

が，必ずしも「推す」対象がいることを予測するわけ

ではないことが示された． 

積極的応援群の特徴は，「外向性」と「勤勉性」とい

う，目標を達成することと関わりのある特性 [11] [12] 

が，自己充足的応援群よりも高いということであった．

応援は一般的に，パフォーマンスの成功や勝利を願っ

て行われ，それが達成された際には応援者も代理経験

により報酬が得られる．このことから，応援は目的の

達成といった，「結果」と関係が深いものと考えられる． 

また，「推し」への応援行動については，他者を巻き

込むような応援行動において，積極的応援群と自己充

足的応援群との違いが認められた．井上・上田 (2023) 

は「推し」に対する心理的所有感の中でも「心理的一

体感」が強い者にとって「推し」は拡張自己であり，

「推し」を同じくする他者は拡張された自分を応援し

てくれる存在になると考察している [13]．これをプロ

ジェクションの観点から言い換えると，「推し」に自己

を投射することにより，「推し」が受けている他者から

の応援を，バックプロジェクションにより自分が受け

ているように感じられるのだと推測される．本研究の

積極的応援群の特徴に「外向性」の高さがあったが，

この特性が高い者は，人から褒められることも報酬と

して喜ばしく感じる [12]．このことが，他者を巻き込

むような応援行動の高さと関連しているのだと考えら

れる． 

「推し」のいる人が多い自己充足的応援群の特徴は，

「外向性」と「勤勉性」が積極的応援群ほど高くない
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ということであった．「外向性」が弱い人は，報酬に対

して敏感ではなく，人から褒められることに対しても

それほど嬉しいと感じないため，対人関係にあまり関

心をもたない [12]．また「勤勉性」があまり高くない

ことは臨機応変さともとらえられ [14]，自身を柔軟に

変えることと関わりがある．このような性格特性の特

徴は，「推し」は独りで行う思考に没頭させてくれる場

であり，それを通して自己変革の契機がある，という

筒井 (2020) [15] のとらえ方と関連していると考えら

れる．つまり，「推し」について他の人間関係を交えず，

自身が向き合うことを通して，「推し」の行動や性格特

性をバックプロジェクションにより柔軟に取り入れて

いるのではないかと推測される．他者を巻き込む応援

行動が，積極的応援群ほど多くないことも，この傾向

を反映していると考えられる． 

本研究では，応援と「推す」ことの違いを検討した．

「推し」については 2 つのとらえ方を示したが，どち

らの「推し」のとらえ方でも，バックプロジェクショ

ンが起こっているのは，結果というよりは，「推し」と

関わっているその過程であることが推測される．それ

に対して応援は，応援者に結果がバックプロジェクシ

ョンされる可能性が示唆された．これらのことから，

他者を応援したいという心理の延長線上に「推し」が

あるというよりは，バックプロジェクションされるも

のという点において，両者には相違がある可能性が示

唆された． 
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